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貸借対照表 
    

（2022 年 12 月 31日現在） 

   （単位:千円） 

科目 金額 科目 金額 

資産の部 負債の部 

【流動資産】   830,667 【流動負債】 221,552 

現金及び預金 599,650 買掛金 56,981 

売掛金 213,975 未払金 131,944 

その他 17,041 未払法人税等 145 

【固定資産】 24,465 その他 32,481 

有形固定資産 24,465 【固定負債】 1,496 

建物 6,049 繰延税金負債 1,496 

工具、器具及び備品 51,632   

減価償却累計額 △33,215 負債合計 223,048 

  純資産の部 

  【株主資本】  

  資本金 100,000 

  資本剰余金 503,676 

  資本準備金 367,500 

  その他資本剰余金 136,176 

  利益剰余金 28,407 

  その他利益剰余金 28,407 

  繰越利益剰余金 28,407 

  純資産合計 632,083 

資産合計 855,132 負債及び純資産合計 855,132 

（注１）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。 

（注２）当期純利益 28,407 千円 



第５期 個別注記表 

１．重要な会計方針に関する注記 

（１）固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 

定率法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物          ２～４年 

工具、器具及び備品 ４～８年 

 

（２）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 

（３）重要な収益及び費用の計上基準 

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の

内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下の

とおりです。 

主に親会社である株式会社ニューズピックスに対する動画コンテンツの制作等の

サービス提供や株式会社ニューズピックスが運営する「NewsPicks」での広告配信の

提供を行っています。 

顧客との契約に基づいてコンテンツ制作により履行義務が充足されるものは、該

当コンテンツの掲載時点で顧客に支配が移転すると判断し収益を認識しています。

また、配信により履行義務が充足されるものは、保証配信数の進捗度に応じて履行義

務が充足されるため、当該進捗度に応じて収益を認識しています。なお、当社の役割

が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る対価の総額から他の当事者

へ支払う額を控除した純額で収益を認識しています。 

 

２．会計方針の変更に関する注記 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号  2020 年３月 31 日。以下「収益

認識会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの

支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額

で収益を認識することとしています。 

 これにより、当社が代理人に該当する取引について、従来は顧客から受け取る対価の総

額を収益として認識していましたが、顧客から受け取る対価の総額から他の当事者へ支

払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しています。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84項ただし書きに定める

経過的な取扱いに従っておりますが、 利益剰余金の当期首残高に与える影響はありませ

ん。 

 



（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30号 2019 年７月４日。以下「時価

算定会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第 19項及

び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年７月４日）第 44－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来に

わたって適用することとしています。 

なお、計算書類に与える影響はありません。 

 

 

３．株主資本等変動計算書に関する注記 

（１）発行済株式の種類及び総数 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末 

普通株式 7,350,000 ― ― 7,350,000 

   

（２）当事業年度中に行った資本金の減額及び剰余金の処分に関する事項 

   2022 年３月 22 日開催の第４回定時株主総会において下記の通り資本金の減額及び 

剰余金の処分について決議し、2022 年７月１日に効力が発生しております。 

① 資本金の減額 

減少した資本金の額  

267,500 千円 

資本金の額の減少の方法 

払い戻しを行わない無償減資とし、発行済株式総数を変更せずに資本金の額 

を減少させ、その他資本剰余金に振り替えました。 

② 剰余金の処分 

資本金の額の減少の効力発生により生じるその他資本剰余金 267,500 千円のう

ち、131,323 千円を繰越利益剰余金に振り替え、欠損填補に充当しました。 

 

４．その他の注記 

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

  

 


